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令和４年分 市民税・県民税の申告＆所得税の確定申告 … ４

子どもの医療費無料化 高校生世代まで拡大 … 10

産官学民で取り組む特別教育プログラム「未来創生塾」 … 12

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、掲載したイベントや講演会などが中止になる

場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。

今月の表紙

1月１日から日の出の様子とと
もに、市長の新年のご挨拶を動画
配信します。右上の二次元コー
ドからご視聴ください。

光あふれる、
新しい一年に。

新年のご挨拶 … ２

（12月 8日撮影）



全力投球！
桐生市長　荒木 恵司

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
お
正
月
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
で
は
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
や
不
安
定
な
国

際
情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
な

ど
が
、
人
々
の
暮
ら
し
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
本
市
で
は
、

地
域
経
済
の
活
力
回
復
を
最

優
先
課
題
に
据
え
、
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
11
月
に
は
電
子
地

域
通
貨
「
桐
ペ
イ
」
の
導
入
、

ま
た
、
桐
生
商
店
連
盟
協
同

組
合
と
の
連
携
に
よ
る
桐
生

版
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
タ

デ
ー
の
一
環
「
１
０
０
円
商

店
街
in
桐
生
」
の
開
催
な
ど

に
よ
り
、
家
計
支
援
と
市
内

消
費
の
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
、
桐
生
市

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
よ
り
「
移

住
・
定
住
に
関
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
」
に
関

す
る
提
言
を
い
た
だ
き
、
現

在
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

浸
透
な
ど
に
よ
る
地
方
移
住

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
好
機

と
と
ら
え
、
効
果
的
な
施
策

を
立
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
分
野
に
つ

き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
理
想
の
ま
ち
を
つ
く

り
、
運
営
す
る
「
ミ
ニ
き
り

ゅ
う
」
を
２
年
連
続
で
開
催

し
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
開

校
し
た
小
中
一
貫
の
義
務
教

育
学
校
「
黒
保
根
学
園
」
で

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、

地
域
一
体
と
な
り
な
が
ら
、

英
語
学
習
な
ど
に
力
点
を
置

い
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け

て
は
、
「
ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生

が
岡
遊
園
地
」
で
は
、
今
年

３
月
を
目
途
に
新
た
に
２
つ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
り
、
昨
年
迎

え
入
れ
た
人
気
の
レ
ッ
サ
ー

パ
ン
ダ
が
い
る
「
未
来
へ
は

ば
た
け
山
田
製
作
所
桐
生
が

岡
動
物
園
」
と
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
皆
様
を
呼
び
込
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
９
月

10
日
を
「
球
都
桐
生
の
日
」

に
制
定
す
る
と
と
も
に
、
公

民
連
携
に
よ
る
「
球
都
桐
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
本
市
が
誇
る
輝

か
し
い
野
球
の
実
績
を
存
分

に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
で
は
引
き
続
き
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市

像
「
感
性
育
み
未
来
織
り

な
す
粋
な
ま
ち
桐
生
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全力投球！
桐生市長　荒木 恵司

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

浸
透
な
ど
に
よ
る
地
方
移
住

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
好
機

と
と
ら
え
、
効
果
的
な
施
策

を
立
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
分
野
に
つ

き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
理
想
の
ま
ち
を
つ
く

り
、
運
営
す
る
「
ミ
ニ
き
り

ゅ
う
」
を
２
年
連
続
で
開
催

し
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
開

校
し
た
小
中
一
貫
の
義
務
教

育
学
校
「
黒
保
根
学
園
」
で

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
９
月

10
日
を
「
球
都
桐
生
の
日
」

に
制
定
す
る
と
と
も
に
、
公

民
連
携
に
よ
る
「
球
都
桐
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

新年のご挨拶
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いちばん身近な
頼れる議会を目指して

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
の
新
春
を
穏
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に

つ
い
て
多
く
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
引
く
な
か
、

混
乱
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

に
端
を
発
し
た
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
急

激
な
円
安
と
、
我
々
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
桐
生
市

議
会
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
に
係
る
要
望
書
」
を
桐

生
市
長
に
提
出
し
、
国
の
交

付
金
等
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
生
活
者
や
事
業
者
の
財

政
的
・
精
神
的
不
安
を
取
り

除
く
た
め
の
万
全
な
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
求
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も

一
日
も
早
く
市
民
の
皆
様
の

平
穏
な
日
常
生
活
と
、
活
力

あ
る
経
済
活
動
を
取
り
戻
す

べ
く
、
市
当
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
桐
生
市
議
会
で
は
、

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
、

「
市
民
参
加
」
、
「
議
会
の

活
性
化
」
を
柱
と
す
る
桐
生

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

や
ま
ち
づ
く
り
討
論
会
な
ど

の
開
催
に
積
極
的
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
昨
今
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
残
念

な
が
ら
こ
の
よ
う
な
市
民
参

加
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。今

年
こ
そ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息

し
、
多
く
の
皆
様
と
対
話

を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
切
に

願
い
つ
つ
、
今
後
も
市
民
の

皆
様
か
ら
様
々
な
場
面
で
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
政
策
提

言
や
要
望
書
に
反
映
さ
せ
て
、

い
ち
ば
ん
身
近
な
頼
れ
る
議

会
を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も

更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

桐生市議会議長　北川 久人

結
び
に
、
令
和
５
年
は

「
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）
」

の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
年

は
「
寒
気
が
緩
み
、
萌
芽

（
ほ
う
が
）
を
促
す
年
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
に
も
、
株
式

相
場
の
格
言
で
は
「
卯
（
う

さ
ぎ
）
は
跳
ね
る
」
と
い

い
、
景
気
が
上
向
き
に
跳
ね

る
、
回
復
す
る
年
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
、
縁
起
の
良
い

年
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た

幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

桐
生
市
議
会

議
長北

川

久
人

副
議
長

岡
部

純
朗

議
員
（
議
席
順
）

石
渡

宏
明

工
藤

英
人

飯
島

英
規

歌
代

公
司

渡
辺

　
　恒

関
口

直
久

園
田

基
博

人
見

武
男

近
藤

芽
衣

久
保
田
裕
一

辻

　
　正
男

田
島

忠
一

丹
羽

孝
志

山
之
内

肇

佐
藤

幸
雄

佐
藤

光
好

新
井

達
夫

河
原
井

始

福
島

賢
一

周
藤

雅
彦
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所得税の確定申告が
必要

原則、市・県民税の申告は必要ありません。
※所得税額が発生しなければ、市・県民税の申告のみで良い場合
　があります。

…５ページへ

市・県民税の申告が
必要

※所得税の還付を受けるためは、市・県民税の申告ではなく、所
　得税の確定申告が必要です。 …６ページへ

所得税の確定申告や
市・県民税申告は不要

収入がない人で所得課税証明書が必要な場合は、市・県民税の申告が必要です。
給与収入があり、年末調整をしていない人は、確定申告をすることで所得税の還付
を受けられる場合があります。

令和４年中の収入は、

収入なし 主に給与 主に公的年金 主に営業・農業・不動産

給与収入が
2,000万円を超えた

勤務先は１か所だけで
年末調整した

給与以外の収入が
あった

給与以外の所得金額※1

が20万円を超えた

公的年金収入が
400万円を超えた

公的年金以外の
収入があった

公的年金以外の所得金
額※１が20万円を超え
た

所得金額※１が所得税の
控除合計より大きい

扶養や医療費などの控
除を追加で受ける※2

勤務先から桐生市に
給与支払報告書が提
出されている

はい

はい

はい
はい はい

はい
はい はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ
いいえ いいえ

いいえ
いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

居住していた市区町村へ
お問い合わせください。

判定結果

スタート

市内に住む親族の税法
上の扶養になっていた

市民税・県民税
令和４年分

の申告 確定申告＆ 所得税の

令和５年１月１日時点で、
桐生市に居住していた

令和５年１月１日時点で
65歳以上である

収入が 151万
５千円以下

収入が 101万
５千円以下

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

フローチャートで
申告の必要があるか
確認しましょう。
※一般的な例を
　示しています。

キノピー

３

３ ３

２

２
２

２

２ ２ ３
３

１ １ １

１

１

１

※１　所得金額とは、収入から必要経費を引いた額です。営業収入などの場合、営業収入から必要経費
　　を引いた金額です。給与収入の場合、給与所得の源泉徴収票の給与所得控除後の金額です。
※２　各種控除の適用を希望する場合は、毎年、年末調整や確定申告、市・県民税申告などを行ってく
　　ださい。前年と変更がなくても、手続きを行わないと各種控除が受けられません。
※３　収入が公的年金のみ、または、年末調整済の給与のみで勤務先から桐生市に給与支払報告書が提
　　出されている人は、申告不要です。

１

２

３

所得金額※１が所得税の
控除合計より大きい

※3

※3

２

扶養や医療費などの控
除を追加で受ける※2
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所得税の確定申告

　次に該当する人は、必ず桐生税務署で申告してください。

▶準確定申告（死亡した人の申告）をする人

▶過年分の確定申告をする人

▶青色申告をする人

▶住宅借入金等特別控除の適用を受ける人

▶土地・建物の売却による収入があった人

▶株式の売却による収入があった人

▶雑損控除の適用を受ける人

▶繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける人

▶国外居住者の扶養控除の適用を受ける人

▶先物取引による収入があった人

▶外国為替証拠金取引（ＦＸ）による雑所得があった人

▶外国税額控除の適用を受ける人

▶肉用牛の売却による所得があった人

▶山林所得があった人

▶修正申告・更正の請求をする人

▶贈与税・消費税の申告をする人

税務署での確定申告が必要な人

４ページのフローチャートで　　　　が出た人は、こちらをご覧ください。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ

ー」では、画面の案内に沿って金額などを入力するだ

けで、以下の書類の作成やｅ‐Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘによる送信（提

出）、印刷ができます。

▶所得税、消費税、贈与税の申告書

▶青色申告決算書、収支内訳書など

　自動計算されるので計算誤りがありません。

　確定申告会場は混雑が予想されますので、感染症対

策の観点からもぜひご利用ください。

操作方法の相談＝ｅ‐Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデ

スク（☎0570‐01‐5901）

相談受付＝月曜日～金曜日（祝日を除く）、午前９時

～午後５時（１月10日（火）～３月15日（水）は、

時間を延長して午前９時～午後８時）

※日曜日の相談は次の期日・時間で受け

付けます。

期日＝2月19日（日）・26日（日）、

3月5日（日）・12日（日）

時間＝午前９時～午後８時

自宅でいつでも確定申告

１

所得税、個人消費税、贈与税の確定申告会場を開設

します。スマートフォンをお持ちの人は、基本的に、

スマートフォンを利用して申告書を作成します。

　マイナンバーカードを持っている人は、マイナンバ

ーカードと登録した各種パスワードの分かるものを持

ってきてください。

　来場の際はマスクを着用し、できる限り少人数でお

越しください。入場の際は検温を実施し、咳や発熱な

どの症状のある人は、入場をご遠慮いただく場合があ

ります。

期間＝２月１日（水）～３月15日（水）※土、日、

祝日を除く

相談受付時間＝午前８時30分～午後４時

相談開始時間＝午前９時から

場所＝桐生税務署４階会議室（末広町）

※入場には、当日配付または国税庁L
ラ イ ン

INE公式アカウ

ントから事前に取得した入場整理券が必要です。

配付状況に応じて、午後４時前に相談受

付を終了する場合があります。

問い合わせ＝桐生税務署（☎22‐3121

自動音声に従い「２」を選択）

令和４年分確定申告会場

▲国税庁LINE
公式アカウント

▲確定申告書等
作成コーナー
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対象 必要書類など

申告者全員

・�マイナンバーカードまたは番号確認書類

　（個人番号通知カード＋運転免許証など）

・利用者識別番号（ＩＤ）がわかる書類

　（ＩＤを取得している場合）

所
得
が
あ
る
人

給与所得 源泉徴収票、給与明細など

年金所得 源泉徴収票

営業・農業・不動産所得 収支内訳書

雑・一時所得 収入金額・必要経費がわかる書類

配当所得 支払通知書、特定口座年間取引報告書など

控
除
を
受
け
た
い
人

社会保険料控除 支払額などの証明書、領収書など

生命保険料控除
控除証明書、支払額などの証明書

地震保険料控除

医療費控除 医療費控除の明細書

セルフメディケーション税制による医療

費控除の特例

セルフメディケーション税制の明細書および一定の取り組みを行った

ことを明らかにする書類

勤労学生控除 学生証、在学証明書など

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認定書など

寄附金控除 受領証明書、寄附金控除に関する証明書

申告時に必要なもの

市民税・県民税（市・県民税）の申告と相談を受け付

けます。

　申告内容は、課税のための資料となるほか、国民健

康保険税・後期高齢者医療保険料・保育料などの基礎資

料になります。申告をしないと、課税内容の証明や保

険料の算定などに影響が出る場合があります。

　申告会場は大変混み合うため、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点からも、可能な限り郵送での申

告書提出にご協力をお願いします。

　３月15日（水）まで（当日消印有効）に、申告書に必

要事項を記入し、収入や控除に関する各種証明書（コ

ピー可）と併せて、税務課市民税担当（〒376‐8501

桐生市役所）へ。

　書類の内容を確認する場合がありますので、日中連

絡が取れる電話番号を必ず記入してください。

　申告用紙は、税務課（市役所１階）、新里・黒保根支

所、市ホームページにあります。郵送することも可能

ですので、希望する

場合は、税務課市民

税担当へご連絡くだ

さい。また、市ホー

ムページから申告書

が作成できます。

　「桐生市　申告」で

検索し、ぜひご利用

ください。

問い合わせ＝税務課

市民税担当（☎内線

226）

市民税・県民税の申告４ページのフローチャートで　　　　が出た人は、こちらをご覧ください。２

郵送での申告にご協力を

広報きりゅう令和５年１月号 6



期日 対象地区 時間
２月 ６日（月） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）

午前９時～午後４時

７日（火） 21区（新川）
８日（水） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
９日（木） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
10日（金） 21区（新川）
13日（月） 19区（赤城山、板橋、関、高泉、大久保、奥沢、上鶴ヶ谷）
14日（火） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
15日（水） 21区（新川）
16日（木） 20区（下鶴ヶ谷、山上、小林、武井、野）
17日（金） 21区（新川）

新里支所（３階大会議室）

期日 対象地区 時間
２月 16日（木）・ 17日（金）

黒保根地区
午前９時～午後３時

20日（月）～ 28日（火） 午前９時～正午

黒保根支所（１階フロア）※土、日、祝日を除く

申告会場での受付
　市役所は新庁舎建設工事中のため、構内の駐車場が

大変混雑しております。来庁者用臨時駐車場もあわせ

てご利用くださ

い。

　各会場は混雑

緩和のため、地

区別での受け付

けになります。

　なお、公民館での受け付けはありませんのでご注意

ください。

　来場される際は、マスクを着用し、できる限り少人

数でお越しください。また、筆記用具を持ってきてく

ださい。

　咳・発熱などの症状のある人は、入場をご遠慮いた

だく場合があります。また、混雑状況により、入場制

限を行う場合もありますので、ご理解をお願いしま

す。

期日 対象地区 時間
２月 13日（月）・ 14日（火）16区（川内町一～五丁目）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

15日（水）・ 16日（木）14区（梅田町一～五丁目）、17区（菱町一～五丁目）
17日（金）～ 22日（水）15区（相生町一～五丁目※）
24日（金）～ 28日（火）12区（広沢町一～三丁目、桜木町※）、13区（広沢町四～七丁目、広沢町間ノ島）

３月 １日（水）・ ２日（木）11区（境野町一～七丁目）

３日（金）
１区（本町一～三丁目、横山町）、２区（本町四～六丁目）
３区（稲荷町、錦町一～三丁目、織姫町、美原町、清瀬町）

６日（月） ４区（新宿一～三丁目、三吉町一・二丁目、小梅町、琴平町）、５区（浜松町一・二丁目）
７日（火） ６区（仲町一～三丁目、川岸町、泉町、東町、高砂町、旭町）、７区（東一～七丁目）
８日（水） ８区（末広町、宮前町一・二丁目、堤町一～三丁目、巴町一・二丁目、元宿町）

９日（木）
９区（永楽町、小曽根町、宮本町一～四丁目、宮本町）
10区（東久方町一～三丁目、西久方町一・二丁目、天神町一～三丁目、平井町）

10日（金）～ 15日（水）市内全地区

桐生市役所（２階市民サロン）※土、日曜日を除く。桜木町は12区、相生町一・二丁目は15区で設定。

11. 住み続けられるまちづくりを

16. 平和と公正をすべての人に

17. パートナーシップで目標を達成しよう
7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



桐生市防災情報伝達システムについて
４月１日運用開始の決定と整備工事の経過報告

　市では、新里・黒保根地区で従来から運用している
アナログ方式の防災行政無線について、設備の老朽化
や電波法の改正に対応するため、デジタル方式の設備
への更新を進めています。
　桐生市防災情報伝達システムとは、このデジタル方

式の防災行政無線を中心として、防災ラジオ、桐生ふ
れあいメール、新たに導入するスマートフォン用防災
アプリなどのさまざまな手段により、防災情報を迅速
かつ確実に、市民の皆様や来訪者にお知らせするもの
です。

防災情報を迅速、確実にお知らせします

無線局免許申請不備についての経過

　本整備工事の中核とも言える防災行政無線のデジタル化工事について、無線整備に必
要な電波法に基づく免許申請手続きの一切を、工事受注者である日本電気株式会社群馬
支店（以下「ＮＥＣ」という）に委任しておりましたが、ＮＥＣがその申請手続きを行
っていなかったことが令和４年６月に判明しました。
　その後速やかに作業を停止し、電波法を所管する総務省関東総合通信局への報告など
を行い、令和４年９月に本事案に対する文書注意を受けました。このことにより、締結
済みの原契約期間（令和４年９月末）内での事業完了は困難となりましたが、正規申請
手続きを経て当初から予定している事業内容を実現するため、市と事業者がそれぞれの
立場で法令遵守および再発防止策を徹底することを前提に契約期間を延長（令和５年３
月末まで）し、事業を再開しました。
　その後、令和４年10月18日付けで無線局免許申請書を提出し、工事を進めるうえで
必要な予備免許通知書が令和４年11月14日付けで交付されましたので、桐生市防災情
報伝達システムの運用開始を令和５年４月１日といたしました。

※�防災情報の入手手段の詳
細は、改めてお知らせす
る予定です

※貸与、登録には条件があります

屋外への音声伝達

防災行政無線（拡声放送）

屋内への音声伝達

防災ラジオ

個人への情報伝達

防災アプリ
桐生ふれあいメール
緊急速報メール

音声伝達補完手段

防災行政無線（戸別受信機） 電話、ファクシミリ通知問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機管理担当（☎内線 415）
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期間＝１月６日（金）～３月10日（金）※土、日、祝日を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分
場所＝新里・黒保根支所市民生活課および上記の頒布会場
回収するもの
・戸別受信機本体　※電池の処理は各自行ってください
・電源コード
・屋外アンテナ

アナログ防災行政無線の回収（新里・黒保根地区のみ）

現在、新里・黒保根地区で運用している防災行政無線は

３月１日から使用できなくなります。

屋外アンテナの撤去を希望する場合は連絡を
　屋外アンテナを取り外せない場合、設置したままでも
特に問題はありません。
　市が撤去することを希望する場合は、戸別受信機回収

の際に撤去希望である旨を窓口にてお伝えください。た
だし、撤去工事は令和５年度以降の計画になりますので、
ご了承ください。

11. 住み続けられるまちづくりを

問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機管理担当（☎内線 415）

防災ラジオの頒布会を開催します
　新里・黒保根地区にお住まいの人は、現在ご使用の
戸別受信機が、機器更新のため使用できなくなります
ので、屋外スピーカー以外からの防災情報が必要な場
合には、原則として防災ラジオをご利用いただくか、

携帯電話やスマートフォンなどにより桐生ふれあいメ
ール・防災アプリをご利用いただくことになります。
　新たに防災ラジオを利用する人のために、下記の日
程でラジオの頒布会を開催します。

地区 頒布場所 期日 時間 仕様 費用

新里 新里支所 3階大会議室

1月27日(金 )
① 15：30
② 18：00

現在頒布して

いる防災ラジ

オと同様

1,000 円

1月28日(土 )

黒保根 黒保根支所 2階研修集会室

2月25日(土 )
① 15：00
② 18：00 黒保根地区限

定の行政情報

が受信可能2月28日(火 )
① 15：00
② 19：00

防災ラジオの頒布会

現在頒布している防災ラ

ジオと同様のもの

防災・危機管理課（市役所 3階）
新里・黒保根支所市民生活課
境野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館

黒保根地区対応のラジオ
防災・危機管理課
黒保根支所市民生活課

※上の表の頒布会場以外でも、市役所などで随時頒布しています。
頒布場所は下記のとおりです。

お支払いには
桐
きり

ペイが
使えます

9 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



子どもの医療費無料化

大拡
４月１日から、子どもの福祉医療費助成対象者を高校生世代
（18歳を迎えた最初の３月末）までに拡大します。
問い合わせ＝医療保険課医療助成係（☎内線257・260・272）

申請対象＝平成 17年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれの人

助成を受けるには申請が必要です

　対象者には、１月下旬にピンク色の封筒で申
請用紙を送付します。申請用紙に必要事項を記
入し、期限までに医療保険課へ郵送（必着）し
てください。また、市ホームページから電子申
請で手続きすることもできます。
※2月10日（金)までに申請用紙が届かない場
合は、医療保険課までご連絡ください。

申請方法

受給者証の発送
　申請手続きが完了した
人に、４月１日から使
える受給者証を３月中に
郵送します。詳しくは申
請書類、または市ホーム
ページをご確認くださ
い。

ご注意ください

　学校管理下（登下校、体育などの授業、部活
動、修学旅行など）でけがをした場合、災害共
済給付制度が優先されるため、福祉医療費助成
制度は適用されません。

高校生世代まで

申請受付期間

※申請受付期間を過ぎてしまうと、３月中に受
給者証が届かない場合があります。

２月24日（金）まで

※現在、中学校３年生（平成19年４月２日～平成20年４月１日生ま
れ）の人は、自動更新のため、申請は不要です。
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３. すべての人に健康と福祉を

１. 貧困をなくそう

　　

子育て世帯対象の
給付制度

問い合わせ
子育て支援課子育て支援係（☎47‐1150）、新里支所市民生
活課（☎74‐2904）、黒保根支所市民生活課（☎96‐2112）

各手当などの支給要件に該当すると思われる人で、
認定請求をしていない場合はご相談ください。

新型コロナウイルス感染症が長期化するなかで、

低所得の子育て世帯の生活を支援するため、対象と

なる子ども一人につき５万円を支給しています。

申請期限＝２月28日（火）

※支給要件など、詳しい制度の内容は、市ホーム

ページをご確認ください。

対象＝中学校卒業までの児童を養育している人

児童の年齢 児童１人あたりの月額
３歳未満 15,000円

３歳以上小学校修了前
10,000円

（第3子以降は15,000円）
中学生 10,000円

児童を養育している人の所得が所得制限限度額以

上、所得上限限度額未満の場合は、特例給付として

月額一律5,000円を支給します。

　なお、児童を養育している人の所得が所得上限限

度額以上の場合、児童手当などは支給されません。

対象＝精神または身体に一定以上の障がいがある
20歳未満の児童を養育している人

等級 児童１人あたりの月額
１級 52,400円
２級 34,900円

※障がいの程度により金額が異なります

対象＝次のいずれかの条件に該当する児童を監護し
ている父または母や、父または母に代わって養育し
ている人
父母が離婚、父または母が死亡・重度の障がい者
（障害者年金１級程度)・生死不明・１年以上遺
棄・１年以上拘禁・ＤＶ保護命令を受けている、母
が未婚、孤児など
支給期間＝児童が18歳に達する年の年度末まで。
ただし、精神または身体に一定以上の障がいがある
場合は20歳未満までです。

児童の人数 児童１人あたりの月額
１人目 43,070円～10,160円
２人目 10,170円～5,090円加算
３人目以降

（１人あたり）
6,100円～3,050円加算

児童手当

児童扶養手当

特別児童扶養手当

低所得の
子育て世帯生活支援特別給付金

Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
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室
の
利
用
は
原
則
未
就
学

児
ま
で

募
集
人
数
＝
８
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
※
託
児
室

を
利
用
す
る
人
は
、
お
む
つ
・

着
替
え
な
ど

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て

相
談
課
母
子
保
健
係
（
☎

43
２
０
０
９
）
へ
。

11 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



未未
来

塾塾
生生
創

未
来
創
生
塾
は
、
群
馬
大
学
理

工
学
部
を
核
に
、
本
市
の
産
・

官
・
学
・
民
が
連
携
し
た
桐
生
発

の
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

子
ど
も
に
発
見
の
喜
び
と
感
動

を
与
え
て
感
性
を
育
み
、
地
元
に

誇
り
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
と
、

楽
し
い
低
炭
素
未
来
社
会
の
構
築

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
で

す
。

未
来
創
生
塾
の
活
動

未
来
創
生
塾
の
活
動
は
、
基
礎

編
と
応
用
編
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

■
基
礎
編
…
市
内
の
小
学
校
・
義

務
教
育
学
校
を
対
象
に
、
授
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
応
用
編
…
市
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
未

来
創
生
塾
メ
ン
バ
ー
と
し
て
休
日

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通

し
て
、
企
業
見
学
や
実
験
、
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
、
清
流
読
書
な
ど
、
体

系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
楽

し
み
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
未
来
創
生

塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

m
iraisouseijyuku.com

/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
未
来
創
生
塾
事
務

局
（
桐
生
商
工
会
議
所
内
、
☎

45
１
２
０
１
）
、
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
（
☎
内
線
６
５
１
）

　活動は年間を通し、毎月１回程度、休日に行
います。
対象＝市内の小学生と保護者
募集人数＝40人（親子20組）
申し込み＝１月25日（水）までに、右下の申し
込みフォームより必要事項を入力し、申し込ん
でください。募集案内は、市内の小学校・義務
教育学校でも配布します。
問い合わせ＝未来創生塾事
務局（桐生商工会議所内、
☎45‐1201）、生涯学習
課社会教育係（☎内線651）

令和５年度（第10期）
未来創生塾生（応用編）を募集

４. 質の高い教育をみんなに

１．タケノコ掘り／２．日本遺産講座／３．群馬大学の学生と実験

１

２ ３

▲申し込みフォーム

産
官
学
民
で
取
り
組
む
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
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取得できる証明書

証明書の種類 手数料 取得できる範囲 問い合わせ

住民票の写し（全
部・一部）

350円
桐生市に住民登録がある本人または同一世帯の人（同
じ住民票に記載されている人）

市民課住民担当（☎内線245）
住民票記載事項証
明書

350円

印鑑登録証明書 350円 桐生市に住民登録があり、印鑑登録をしている人

戸籍全部（個人）
事項証明書

450円
桐生市に本籍がある本人または同一戸籍の人
※最新の戸籍のみ。除籍、改製原戸籍は取得できません。
※本籍が桐生市で住民登録が他市区町村の人は、事前
に利用者登録が必要です。登録後、約５営業日以内
に取得可能となります。

市民課戸籍担当（☎内線243）

戸籍附票の写し 350円

所得・課税証明書 350円
最新の年度分のみ（年度の切替は６月上旬予定）。
取得時と賦課期日（１月１日）に桐生市に住民登録が
ある人のみ。
※取得には、市民税・県民税の申告が必要な場合があ
ります。

税務課市民税担当（☎内線226～
228）

非課税証明書 350円

住民票など各種証明書の

コンビニ交付サービスが
始まります

　１月17日（火）から、全国のコンビニエンス
ストアなどに設置されているマルチコピー機で、
マイナンバーカードを使って各種証明書が取得で
きるコンビニ交付サービスを開始します。
取得できる証明書＝下の表のとおり
利用時間＝午前６時30分～午後11時（メンテナ
ンス時を除く）
利用できる店舗＝全国のマルチコピー機が設置さ
れているコンビニエンスストアなど※市内では、
セブン‐イレブン、ローソン、ファミリーマー

※利用・操作方法は、各店舗により異なります。下の二次元コー
ドを参照してください。

▲セブン - イ
レブン

▲ローソン ▲ファミリー
マート

▲カスミ

ト、カスミが対象。また、３月から保健福祉会館
（末広町）にマルチコピー機を設置する予定。
交付に必要なもの＝マイナンバーカード、４桁の
暗証番号（利用者証明用電子証明書）※住民基本
台帳カード、紙製の個人番号通知カードは利用不
可
問い合わせ＝マイナンバーカードの取得や利用者
証明用電子証明書に関すること…市民課住民担当
（☎内線245）、コンビニ交付全般に関すること
…ＤＸ推進室業務プロセス担当（☎内線558）

マイナちゃん

11. 住み続けられるまちづくりを

マルチコピー機

13 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



Kiryu News

日本遺産シンポジウムｉｎ足利

　日本遺産認定の３市（桐生市・足利市・館林市）
が連携し、シンポジウムを開催します。日本遺産Ｐ
Ｒブースや、関連商品などの物販もあります。
期日＝２月５日（日）
時間＝午後１時30分～３時40分
場所＝栃木県南地域地場産業振興センター（足利市）
▶パネルディスカッション
シンポジウム内で、３市の市長が集い、「日本遺
産で人を育みあおう」をテーマに行います。
募集人数＝200人（先着順）
申し込み＝１月10日（火）～27日（金）に、電話で足利
市教育委員会事務局文化課（☎0284‐20‐2230）へ。
問い合わせ＝日本遺産活用室日本遺産活用担当（☎
内線346・347）

景観講演会
「ジャズのある風景ｉ

イ ン

ｎ桐生」
　本市出身のジャズピアニスト山中千尋さんを迎え、
景観講演会を開催します。
期日＝２月16日（木）
時間＝午後７時から
場所＝美喜仁桐生文化会館シルクホール
申し込み＝１月10日（火）午前８時30分から２月
７日（火）午後５時までに、Ｅメールまたは申し
込みフォームから都市計画課（toshikei@city.kiryu.
lg.jp）へ。Ｅメールで申し込む場合は、件名を「景
観講演会申し込み」とし、①氏名②ふりがな③住所
④日中に連絡の取れる電話番号を記入してください。
※受付期間外の申し込みは、無効となりますのでご
注意ください。
問い合わせ＝都市計画課景観係（☎内線788・
789）

シティブランディングセミナー
本市で取り組むシティブランディングでは、「住
みたい・住み続けたい」と思ってもらえる魅力ある
まちを目標にしています。
　桐生がそんな魅力あるまちであるためには、まち
の主人公である市民の皆さんのまちへの関心・参画、
満足度に基づく行動の変化が必要不可欠です。
テーマは、「～もっと　ずっと　好きになる。な
りたい自分、新しい桐生に。～」です。今回、マー
ケティングの視点や具体的事例を交えながら、情報
共有し、一緒に考えるきっかけ作りとするセミナー
を開催しますので、このまちが、自分らしく暮らせ
る・いきいきと輝ける場所であるため
に、一緒に出来ることを考えましょう。
期日＝２月４日（土）
時間＝午後２時～４時30分
場所＝美喜仁桐生文化会館小ホール
内容＝トークセッション・講話
講師＝東京都市大学北見幸一准教授ほか
募集人数＝200人（先着順）
申し込み＝１月６日（金）～27日（金）に電話
（土、日、祝日を除く、午前10時～午後５時）ま
たは申し込みフォームから必要事項を記入し、シテ
ィブランディングセミナー事務局（ジョブラボぐん
ま内、☎22‐3339、https://www.joblab.gunma.jp/
citybranding）へ。※内容や開催方法が変更になる
場合があります。
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信担当（☎内線
506・507）

▲セミナー申し
込みフォーム

▲講演会申し
込みフォーム山中千尋さん

桐生に泊まってお得キャンペーン

　市内登録宿泊施設への宿泊１泊
につき、電子地域通貨「桐ペイ」
2,000ポイントを交付するキャン
ペーンを実施しています。
対象＝対象期間中に市内の登録宿

泊施設に宿泊し、次のいずれかに該当する人
①新型コロナワクチンを３回接種済み
②PCR検査・抗原定量検査・抗原定性検査が陰性
※年齢が11歳以下の人は、同行する同居家族全
員が上記①②を満たせば対象。また、宿泊料金が
5,000円（税込）以上に限る（愛郷ぐん
ま全国割の場合はその適用前の金額）。
対象期間＝２月28日（火）チェックア
ウト分まで
※詳しいことは、市ホームページでご
確認ください。
問い合わせ＝観光交流課観光振興担当（☎内線369）

　市内登録宿泊施設への宿泊１泊

▲市ホーム
ページ
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

宝くじの収益をまちづくりに
生かしています
　公益財団法人群馬県
市町村振興協会では、
市町村振興宝くじの交
付金などを財源として、
「魅力あるコミュニテ
ィ助成事業」を行って
います。
　この宝くじの助成事業を利用して、次のとおり集
会施設や自主防災活動のための備品を購入しました。
・集会所のエアコンの整備…第13区自治会
・集会所の照明器具の交換…第10区自治会
・災害用浄水器フィルターユニットの購入…黒保根
　町（第22区）自主防災会
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線524）

令和５年度 定時制・通信制課程
入学相談会と入学検査
　桐生商業高校と桐生工業高校の定時制課程、桐生
高校の通信制課程の入学相談会と入学検査を実施し
ます。また、定時制課程では募集人数に満たない場
合に再募集や追加募集が行われることがあります。
転入学、編入学の場合は、検査日などが異なります。
検査内容＝面接、作文
応募資格＝中学校またはこれに準ずる学校を卒業し
た人（３月に卒業見込みを含む）
問い合わせ＝各高校

通信制課程
桐生高校

（☎ 51‐ 1507 通信制課程職員室直通）

入学相談会

随時実施しています。
※２月１日（水）から願書を配布
※２月５日（日）に中学生対象の学校説明

会を開催

願書受付
３月10 日（金）～ 30 日（木）９：00 ～ 16：00
３月 31 日（金）９：00 ～ 12：00

入学検査日 入学願書提出時※事前に電話連絡が必要

定時制課程
桐生商業高校

（☎ 44‐ 2477）
桐生工業高校

（☎ 22‐ 7141）

入学相談会
２月９日（木）、
３月 17 日（金）
17：30 ～ 19：30

２月１日（水）・２日（木）
18：00 ～20：00

願書受付
２月 27 日（月） ９：00 ～ 16：00
２月 28 日（火） ９：00 ～ 12：00

入学検査日 ３月８日（水）

広報きりゅうの有料広告を募集

　令和５年度発行の広報きりゅう（４月号～令和６
年３月号）に掲載する、事業所や商店などの広告を
募集します。
▶掲載場所・掲載料・規格

各広告は、カラー（４色）刷りで、ページの下段
に掲載します。
１号広告（中ページ１段）＝３万1,350円（縦４.５
センチメートル×横17.８センチメートル）
２号広告（中ページ１段の半分）＝１万5,620円
（縦４.５センチメートル×横８.８センチメート
ル）
３号広告（裏表紙）＝４万1,800円（縦４.５センチ
メートル×横17.８センチメートル）
▶広告枠の掲載数

市政情報の提供の妨げにならない範囲で掲載しま
す。記事が多い場合、掲載できないこともあります。
▶申し込み

２月１日（水）午前８時30分から、申込書に広
告原稿を添えて、直接または郵送、Ｅメールで魅
力発信課（市役所２階、〒376‐8501桐生市役所、
miryoku@city.kiryu.lg.jp）へ。申込用紙は同課、市
ホームページにあります。※申し込みに空きがある
場合は、掲載を希望する号の発行日の１か月前を期
限に、随時受け付けます。
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信担当（☎内線
505）

日本遺産フェスティバル
ｉｎ桑都・八王子プレイベント
　11月に開催される「日本遺産フェ
スティバルin桑都・八王子」に向け、
日本遺産の普及啓発を図り、認定地
域の取り組みや魅力を発信するため、
プレイベントを開催します。
期日＝１月28日（土）・29日（日）
時間＝午前10時～午後５時
場所＝東京たま未来メッセ（東京都八王子市）
問い合わせ＝日本遺産活用室日本遺産活用担当（☎
内線346・347）

集会所のエアコンの整備
（第 13区自治会）

15 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



消
防
隊
出
初
式

期
日
＝
１
月
７
日
（
土
）

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
式
典

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
シ

ル
ク
ホ
ー
ル

▼
分
列
行
進
※
雨
天
中
止

時
間
＝
午
前
11
時
25
分
か
ら

場
所
＝
市
役
所
前
通
り

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
47
１
７
０
１
）

20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
到
達
後
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

の
通
知
な
ど
が
送
ら
れ
ま
す
。
納

付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
納
付
す
る
こ
と
で
割
引
と
な

る
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

学
生
や
納
付
が
困
難
な
人
に
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
※
20
歳
到
達
時
点

で
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
内
線

２
７
３
）
、
桐
生
年
金
事
務
所

くらしガイド

広
告

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
焼
却

す
る
ご
み
を
減
量
で
き
ま
す
。

期
日
＝
毎
月
第
１
水
曜
日
※
祝
日

の
場
合
は
第
２
水
曜
日

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
市
役
所
、
両
支
所
、
各
公

民
館
の
指
定
場
所

回
収
方
法
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
容
器
に
入
れ
て
、
ふ
た
を
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
未
開
封
の
ま

ま
消
費
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い

た
人
は
回
答
を
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
１
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

内
線
５
５
６
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油

の
回
収
を
し
て
い
ま
す

家
庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油
な

ど
の
廃
食
用
油
（
植
物
性
に
限
る
）

（
☎
44
２
３
１
１
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

第
９
期
桐
生
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
65

歳
以
上
の
市
民
約
６
０
０
０
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
項
目
は
、
介
護
、
介

護
予
防
、
日
常
生
活
な
ど
で
す
。

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
か
ら
調

お
知
ら
せ

寄
付
金（
敬
称
略
）

９
月
29
日
～
11
月
30
日

受
け
入
れ

▼
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
／

53
万
３
５
０
０
円

▼
ラ
ー
メ
ン
「
も

ん
吉
」
／
６
万
１
７
５
０
円
▼

第
12
区
サ
ン
フ
レ
ン
ズ
／
６
万

１
９
０
０
円
▼
匿
名
／
５
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

▼
酒
井
ち
ひ
ろ
／
４
９
６
０
円

▼
川
村
隆
／
10
万
円
▼
伊
藤
忠

四
郎
／
１
万
円
▼
斎
藤
健
二
／

６
万
円
▼
園
田
翔
太
郎
／
１
万

円
▼
津
久
井
政
男
／
３
万
５
０

０
０
円
▼
蒔
田
直
哉
／
５
０
０

０
円
▼
山
洞
吉
規
／
２
万
円
▼

松
本
樹
輝
／
２
万
円
▼
星
野
晋
史

／
２
万
円
▼
小
林
裕
／
１
万
円
▼

井
上
真
助
／
３
万
５
０
０
０
円
▼

高
橋
郁
弥
／
２
万
円
▼
出
雲
隆
晃

／
２
万
円
▼
井
上
普
／
１
万
５
０

０
０
円
▼
野
原
大
輝
／
１
万
円
▼

雜
賀
宏
枝
／
10
万
円
▼
菅
原
憲
子

／
２
万
円
▼
大
塚
聡
／
１
万
円
▼

永
田
俊
樹
／
２
万
５
０
０
０
円
▼

前
田
浩
志
／
１
万
円
▼
入
佐
信
行

／
１
万
円
▼
相
川
崇
／
18
万
円
▼

山
本
実
／
５
万
円
▼
安
原
吉
彦
／

１
万
５
０
０
０
円
▼
馬
場
達
也
／

10
万
円
▼
大
畑
賢
／
４
万
円
▼
﨑

山
弘
道
／
２
万
円
▼
多
田
裕
一
／

１
万
円
▼
三
島
寛
史
／
５
０
０
０

円
▼
山
﨑
裕
子
／
１
万
円
▼
鶴
海

綾
子
／
１
万
５
０
０
０
円
▼
相
良

恭
子
／
１
万
５
０
０
０
円
▼
本
間

良
子
／
１
万
５
０
０
０
円
▼
鳥
井

美
里
／
１
万
円
▼
豊
間
根
厚
／
１

万
５
０
０
０
円
▼
矢
部
智
子
／

１
万
５
０
０
０
円
▼
中
川
美
穂

／
１
万
円
▼
松
田
佐
知
子
／
５

０
０
０
円
▼
匿
名
２
７
０
人
／

計
４
４
５
万
２
０
０
０
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金

▼
㈱
ア
イ
・
デ
ィ
ー
・
エ
ー
▼

㈱
グ
ン
エ
イ
／
３
０
０
万
円

物
品（
敬
称
略
）

12
月
２
日
～
15
日

受
け
入
れ

▼
Ｂ
Ｓ
日
本
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
神

業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実
行
委
員
会

／
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
５
台

▼
桐
生
水
産
物
買
受
人
組
合
役

員
一
同
／
正
月
用
品
セ
ッ
ト
▼

マ
ル
シ
ン
／
み
か
ん
、
野
菜
ほ

か

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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広
告

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
＝
１
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
、
申
請
書
を
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）
で
商
工
振
興
課
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
室
（
〒

３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）

へ
。
申
請
用
紙
は
総
合
案
内
所

（
市
役
所
1
階
）
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
※
詳
し
い

内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
制
度

案
内
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
室

（
☎
内
線
５
９
０
・
６
９
０
）

女
性
人
材
リ
ス
ト

登
録
者
募
集

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
活
躍

の
場
を
広
げ
る
た
め
、
女
性
人
材

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

分
野
＝
教
育
、
保
健
福
祉
、
文
化

芸
術
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
、
男

女
共
同
参
画
な
ど

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人
①
桐
生
市
内
に
居
住
ま
た
は

在
勤
し
て
い
る
か
、
市
内
の
団
体

に
所
属
し
て
い
る
②
各
分
野
に
関

心
が
あ
る
、
ま
た
は
専
門
知
識
や

技
能
を
有
し
て
い
る

登
録
方
法
＝
登
録
票
を
直
接
、
地

域
づ
く
り
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

登
録
票
は
地
域
づ
く
り
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
内
線
３
１
７
）

郵
送
（
必
着
）
で
遊
園
地
管
理
事

務
所
（
〒
３
７
６
‐
０
０
５
６
宮

本
町
四
丁
目
１
‐
１
、
☎
22
７
５

８
０
）
へ
。
申
込
用
紙
は
遊
園
地

管
理
事
務
所
ま
た
は
遊
園
地
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

が
郵
送
さ
れ
ま
す

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

紛
失
し
た
場
合
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の

う
え
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉

徴
収
票
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
日
本
年
金
機
構
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

‐
０
５
‐
１
１
６
５
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

支
援
金
申
請
は
１
月
20
日
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
や
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
に
対
す
る
支
援
金
の
申
請
を

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
事
業
者
は
、

４
・
２
７
５
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
設
定

を
支
援
し
ま
す
（
県
事
業
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
総

務
省
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
新
里
支
所

期
日
＝
1
月
10
日
（
火
）
～
20
日

（
金
）
、
2
月
1
日
（
水
）
～
13

日
（
月
）
※
土
、
日
、
祝
日
を
除

く▼
黒
保
根
支
所

期
日
＝
1
月
23
日
（
月
）
、
2
月

14
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
＝
Ｄ
Ｘ
推
進
室
（
☎

内
線
５
５
８
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
１
日
ス
タ
ッ
フ
体
験

期
日
＝
3
月
4
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
1

時
頃
ま
で
（
予
定
）
※
雨
天
中
止

対
象
＝
小
学
校
５
・
６
年
生

募
集
人
数
＝
３
人
（
抽
せ
ん
）

内
容
＝
来
園
者
案
内
、
大
型
遊
器

具
の
運
転
や
点
検
の
補
助
、
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
そ
の
他
応
募
者
が
体

験
し
て
み
た
い
こ
と

申
し
込
み
＝
1
月
7
日
（
土
）
か

ら
30
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
（
火
・
水
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
）
ま
た
は

も
の
は
、
詰
め
替
え
ず
に
そ
の
ま

ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
74
１
０
１
４
）

口
座
振
替
済
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

令
和
４
年
分
の
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座

振
替
済
通
知
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

こ
の
通
知
書
に
は
、
令
和
４
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
し
た
保
険
料
額
を
記

載
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
料
…
健

康
長
寿
課
（
☎
内
線
３
９
０
・
３

９
１
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
…
医
療
保
険
課
（
☎
内
線
２
７

ストップ！特殊詐欺‼
おかしいな…と思ったら

「家族が急に入院」などと言われても、すぐ
にお金が必要になることはありません。慌
てずに電話を切って確認しましょう。
問い合わせ＝桐生警察署（☎43‐0110）、
群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホット
ライン（☎027‐224‐5454）
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くらしガイド
傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
①
１
月
16
日
（
月
）
②
２

月
６
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

会
場
で
受
け
付
け

場
所
＝
①
勤
労
福
祉
会
館
大
会
議

室
②
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
国
際

会
議
室

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
１
月
12
日
（
木
）
・
26
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
２
月
２
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

３
９
８
）

市
営
住
宅
へ
の
自
動
販
売

機
設
置
、
運
営
業
者
募
集

設
置
期
間
＝
４
月
１
日
～
令
和
10

年
３
月
31
日

設
置
場
所
＝
三
ツ
堀
団
地
、
川
内

町
五
丁
目
団
地

申
し
込
み
＝
１
月
４
日
（
水
）
か

ら
31
日
（
火
）
ま
で
に
、
申
請
書

を
直
接
、
建
築
住
宅
課
（
市
役
所

４
階
、
☎
内
線
６
３
３
）
へ
。
申

請
用
紙
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。
※
応
募
要
件
が

あ
り
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
1
月
20
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場
所
＝
新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ

ー問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
７
１
）

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に

伴
う
防
火
訓
練

毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
や
震
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、

初
期
消
火
や
消
防
車
に
よ
る
放
水

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
１
月
18
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
約
30
分
間

場
所
＝
鳳
仙
寺
（
梅
田
町
一
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
財
保
護
課

（
☎
内
線
６
２
２
）

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

市
内
一
般
団
体
の
日
帰
り

利
用
受
け
付
け

対
象
＝
市
内
に
団
体
の
住
所
が
あ

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
活
動
し
、
日
帰
り
で
の
利

用
を
希
望
す
る
団
体

申
し
込
み
＝
１
月
17
日
（
火
）
か

ら
31
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
（
日
・

月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）
で
青
少
年
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６
４
４
）

へ
。

第
１
回
『
新
編

桐
生
市
史
』

編
さ
ん
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

期
日
＝
２
月
４
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

内
容
＝
『
新
編

桐
生
市
史
』
編

さ
ん
監
修
者
佐
藤
孝
之
さ
ん
に
よ

る
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

募
集
人
数
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

本
文

市
民
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

場
所
・
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
で
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
☎
52
２
３
６

講
座

２
）
へ
。

▼
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

期
日
＝
１
月
４
日
か
ら
３
月
22
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
▼
第
１
期
…

１
月
４
日
～
25
日
▼
第
２
期
…
２

月
１
日
～
22
日
▼
第
３
期
…
３
月

１
日
～
22
日

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時

対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
在
学
者

は
除
く
）

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
期
２
０
０
０
円
、
１
日

７
０
０
円
※
１
日
か
ら
で
も
申
し

込
み
可

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

期
日
＝
１
月
12
日
か
ら
３
月
23
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
※
２
月
23
日

を
除
く

時
間
＝
午
後
７
時
15
分
～
８
時

対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
在
学
者

は
除
く
）

募
集
人
数
＝
１
日
15
人
（
先
着

順
）

費
用
＝
１
日
５
０
０
円
（
都
度
払

い
）

申
込
開
始
日
＝
参
加
希
望
日
の
２

週
間
前

▼
ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

期
日
＝
２
月
２
日
（
木
）
～
21
日

（
火
）
ま
で
の
火
・
木
曜
日

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
園

し
て
い
る
平
成
29
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
※
保
護
者
の
承
諾

が
必
要

広
告
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
０
円

申
込
開
始
日
＝
１
月
11
日
（
水
）

自
然
観
察
の
森
行
事

申
し
込
み
＝
１
月
12
日
（
木
）
か

ら
電
話
で
自
然
観
察
の
森
（
☎
65

６
９
０
１
）
※
火
曜
日
は
除
く

▼
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
１
月
22
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車
場

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
冬
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

（
カ
モ
）

期
日
＝
１
月
29
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
太
田
頭
首
工
（
広
沢
町
六

丁
目
）

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
森
と
生
き
も
の
親
子
教
室
（
冬

の
生
き
も
の
・
鳥
）

期
日
＝
２
月
５
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
自
然
観
察
の
森

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者

募
集
人
数
＝
５
組
（
先
着
順
）

桐
生
市
青
年
講
座

「
ヨ
ガ
体
験
講
座
」

期
日
＝
2
月
17
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
7
時
～
9
時

場
所
＝
青
年
の
家
講
堂

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
1
月
17
日
（
火
）
か

ら
2
月
7
日
（
火
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
、
青
年
の
家
（
☎

47
２
１
８
６
）
へ
。

ス
マ
ホ
教
室

期
日
＝
２
月
８
日
（
水
）
・
15
日

（
水
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
正
午

場
所
＝
黒
保
根
町
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
に
興
味
が
あ
る
人

募
集
人
数
＝
各
日
10
人
程
度
（
抽

せ
ん
）

申
し
込
み
＝
１
月
27
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
Ｄ
Ｘ
推
進
室
（
☎
内

線
５
５
８
）
へ
。

第
24
回
企
画
展
「
前
原
悠
一

郎
と
日
本
絹
撚
と
桐
生
」

前
原
悠
一
郎
生
誕
１
５
０
年
を

記
念
し
、
そ
の
生
涯
と
日
本
絹
撚

株
式
会
社
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
７
日
（
土
）
～
５
月

７
日
（
日
）
※
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
休
館
。
そ
の
ほ
か

の
休
館
に
つ
い
て
は
絹
撚
記
念
館

（
☎
44
２
３
９
９
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

イ
ベ
ン
ト

場
所
＝
絹
撚
記
念
館
２
階
展
示
室

費
用
＝
高
校
生
以
上
１
５
０
円
、

小
・
中
学
生
50
円

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

篠
笛
音
絵
巻
～
笛
の
音
で
辿

る
、
情
景
の
旅
～

期
日
＝
１
月
26
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
開
演

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
シ

ル
ク
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化

会
館
（
☎
22
９
９
９
９
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地
（
☎
22
７
５
８
０
）
※
雨

天
中
止
（
コ
ス
フ
ェ
ス
in
桐
生
が

岡
遊
園
地
を
除
く
）

▼
祝
・
成
人
の
日

20
歳
の
皆
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
♪

来
園
し
た
20
歳
の
人
に
粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
９
日
（
祝
）

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

▼
コ
ス
フ
ェ
ス
in
桐
生
が
岡
遊
園
地

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

扮
装
を
す
る
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
、
痛い
た
し
ゃ車
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

※
コ
ス
プ
レ
、
痛
車
、
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
参
加
す
る
場
合
は
事
前

の
申
し
込
み
と
参
加
費
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
１
月
29
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時▼
遊
園
地
で
福
を
呼
ぼ
う
！
ワ

ン
太
と
と
ら
の
す
け
の
福
ま
き

期
日
＝
２
月
３
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら

対
象
＝
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も

▼
き
り
ゅ
う
が
お
か
ピ
ッ
ク
２
０

２
３
冬

期
日
＝
２
月
５
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

吾
妻
公
園
第
35
回
洋
ら
ん
展

桐
生
洋
ら
ん
愛
好
会
が
育
て
た

２
０
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
４
日
（
土
）
～
12
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所
＝
吾
妻
公
園
温
室

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園
（
☎
22

８
６
３
６
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
１
月
８
日
か
ら
２
月
５
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

イ
ン

広
告
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くらしガイド
図
書
館
の
お
は
な
し
会

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）
、
新
里
図
書
館
（
☎
74

８
０
８
０
）

▼
「
え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち
図
書

館
お
は
な
し
会
」

・
図
書
館

期
日
・
時
間
＝
１
月
14
日
（
土
）

・
28
日
（
土
）
…
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
、
１
月
19
日
（
木
）
…

午
前
10
時
30
分
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
中
央
公
民
館
和
室

・
新
里
図
書
館

期
日
＝
1
月
14
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
図
書
館
お
話
の
部
屋

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
１
月
７
日
（
土
）
・
21
日

（
土
）
、
２
月
４
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
か
ら
く
り
人
形
芝
居
館

（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
１
月
14
日
（
土
）
・
15
日

（
日
）
・
28
日
（
土
）
・
29
日

（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分
※

開
始
10
分
前
ま
で
に
入
場

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室

募
集
人
数
＝
各
日
25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

対
象
者
に
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に「
妊
婦
歯
科
健
診
受
診

票
」を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
登

録
歯
科
保
険
医
療
機
関
に
予
約
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
妊
娠
期
間
中
※
出
産
後
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

場
所
＝
登
録
歯
科
保
険
医
療
機
関

対
象
＝
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
市
内
在
住
の
妊
婦

内
容
＝
問
診
、
歯
・
歯
肉
の
状
態

の
検
査
、
結
果
説
明

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
９
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

発
達
相
談
会

期
日
＝
２
月
３
日
（
金
）
・
４

子
育
て

日
（
土
）
・
６
日
（
月
）
・
13
日

（
月
）
・
16
日
（
木
）
・
20
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

課（
☎
43
２
０
０
０
）へ
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
配
布

期
日
＝
１
月
18
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
児

童
・
子
育
て
室

対
象
＝
1
歳
未
満
ま
た
は
令
和
3

年
度
対
象
者
で
ま
だ
絵
本
の
引
き

換
え
が
お
済
み
で
な
い
人

持
ち
物
＝
桐
生
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
引
換
券
と
母
子
手
帳

▼
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み

期
間
＝
火
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
、
新
里
図
書
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

不
妊
・
不
育
症
治
療
費

助
成
事
業
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

医
師
が
認
め
た
不
妊
・
不
育
症

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
中
に
治
療
し
た
人
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
同
じ
年
度
に
１
回
の
み

対
象
＝
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

医
療
保
険
に
加
入
が
あ
る
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
法
律
上
の
夫

婦問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
・
43
２
０
０

９
）
、
新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

74
５
５
５
０
）
、
黒
保
根
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
96
２
２
６
６
）

が
ん
検
診
（
集
団
）

期
日
＝
１
月
15
日
（
日
）

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

時
間
＝
申
し
込
み
後
、
個
別
に
案

内対
象
＝
40
歳

以
上
で
受
診

券
を
持
っ
て

い
る
人

内
容
＝
①
わ

た
ら
せ
健
康

診
査
、
②
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）
、

③
結
核
肺
が
ん
、
④
子
宮
頸け
い

が
ん
、

⑤
乳
が
ん
、
⑥
大
腸
が
ん
、
⑦
胃

が
ん
リ
ス
ク
、
⑧
肝
炎
、
⑨
前
立

腺
が
ん
※
⑥
は
一
緒
に
①
～
⑤
の

い
ず
れ
か
を
受
診
、
⑦
～
⑨
は
一

緒
に
①
を
受
診

費
用
＝
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）
・
乳

が
ん
・
前
立
腺
が
ん
各
１
０
０
０

円
、
子
宮
頸
が
ん
１
１
０
０
円
、

そ
の
他
各
５
０
０
円

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
個
別
検

健
康

診
は
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
登
録

保
険
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
※
募
集
人
数
が
定
員
に
達
し

次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（
☎
内
線
２
６
９
）
へ
。

け
ん
こ
う
塾

期
日
＝
１
月
12
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

内
容
＝
「
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な

る
の
？
ド
ロ
ド
ロ
血
液
と
生
活

習
慣
病
の
関
係
」

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
６
日
（
金
）
か

ら
、
電
話
で
健
康
長
寿
課
（
☎
内

線
２
６
８
）
へ
。

食
事
で
健
康
！
ち
ゃ
ん
と

食
べ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

期
日
＝
１
月
25
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（
☎
内
線
２
６
８
）
へ
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

期
日
＝
１
月
24
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（
☎
内
線
２
７
６
）
へ
。
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関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
第
10
回
ロ
ウ
バ
イ
祭
り

期
日
＝
２
月
４
日
（
土
）
・
５
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
梅
田
湖
ロ
ウ
バ
イ
パ
ー
ク

（
梅
田
町
五
丁
目
）

開
花
時
期
＝
１
月
21
日
（
土
）
～

２
月
19
日
（
日
）
頃

問
い
合
わ
せ
＝
台
緑
地
の
自
然
環

境
を
考
え
る
会
（
☎
32
０
３
１
２
）

●
里
親
相
談
会

子
ど
も
た
ち
を
愛
情
も
っ
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
里
親
に
関
心
の
あ
る

人
が
、
現
役
の
里
親
と
交
流
で
き

る
相
談
会
で
す
。

期
日
＝
１
月
18
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
＝
東
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７
６
‐
５
７
‐
６
１
１

１
）

●
大
川
美
術
館
『
生
誕
１
１
０
年

記
念
・
松
本
竣
介
デ
ッ
サ
ン
50
』

期
日
＝
１
月
14
日
（
土
）
～
３
月

12
日
（
日
）
※
月
曜
日
休
館

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
※
各
種
割
引
あ
り

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●
伐
採
木
の
無
料
配
布

期
日
＝
１
月
23
日
（
月
）
～
25
日

（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
桐
生
大
橋
広
場

問
い
合
わ
せ
＝
渡
良
瀬
川
河
川
事

務
所
（
☎
０
２
８
４
‐
７
３
‐
５

５
５
１
）
、
桐
生
出
張
所
（
☎
44

３
７
２
４
）
※
詳
し
く

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、

あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管

理
な
ど
の
農
作
業
を
行
う
た
め
に

使
用
す
る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
軽
油

申
し
込
み
＝
2
月
1
日
（
水
）
か

ら
17
日
（
金
）
ま
で
に
「
免
税
軽

油
使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
を

持
っ
て
、
太
田
行
政
県
税
事
務
所

（
太
田
市
西
本
町
）
へ
。

臨
時
窓
口
＝
▼
桐
生
合
同
庁
舎

（
相
生
町
二
丁
目
）
…
2
月
15
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
▼

新
田
み
ど
り
農
協
本
店
（
み
ど
り

市
）
…
2
月
10
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
太
田
行
政
県
税
事

務
所
（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３

２
６
１
）
、
東
部
農
業
事
務
所

（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐
３
８
２

４
）

●
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生
（
大
学

連
携
事
業
）

イ
グ
ニ
ス
・
デ
・
オ
ル
ニ
ス
代

表
の
奥
澤
秀
人
さ
ん
に
よ
る
「
サ

ー
カ
ス
と
旅
し
た
日
本
」
と
題
し

た
お
話
で
す
。

期
日
＝
１
月
14
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で

プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
☎
０
８
０
‐

１
１
５
２
‐
０
０
８
３
）
ま
た
は

イ
ン

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントなどが中止になる場合があります。

人口と世帯（11月 30 日現在）

人口 104,786人 （��－106人）

男 50,564人 （����－55人）

女 54,222人 （����－51人）

世帯 49,472世帯 （±０世帯）

（）内は前月比

専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

１
１
０
番
は
市
民
の
安
全
を
守

る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
相
談
な

ど
は
近
く
の
警
察
署
ま
た
は
「
＃

９
１
１
０
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署
（
☎

43
０
１
１
０
）

●
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
県

特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
抽
せ
ん
）

対
象
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
済
み
、
申
請
済
み
の
県
民

当
せ
ん
人
数
＝
1
万
人

賞
品
＝
新
鮮
野
菜
ボ
ッ

ク
ス
、
上
州
牛
な
ど
、

県
の
特
産
品

申
し
込
み
＝
2
月
28
日
（
火
）
ま

で
に
、
特
設
サ
イ
ト
か
ら
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
務
局
（
☎
０
２
７
‐
２
１

０
‐
８
１
０
１
）

●
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
８

日
か
ら
時
間
額
８
９
５
円
に
改
正

さ
れ
、
群
馬
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
時
間
額
も
12
月
29
日

に
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
９
７

６
円
▼
一
般
機
械
器
具
製
造
業
９

６
５
円
▼
電
気
機
械
器
具
製
造
業

９
６
５
円
▼
輸
送
用
機
械
器
具
製

造
業
９
６
５
円

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
７
）

●
農
業
経
営
改
善
研
修
会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
）
に
関
す
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
16
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
新
田
み
ど
り
農
業
協
同
組

合
本
所
大
会
議
室
（
み
ど
り
市
）

対
象
＝
市
内
の
認
定
農
業
者
な
ど

内
容
＝
事
業
者
の
登
録
や
手
続
き

に
関
す
る
こ
と
な
ど

募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
群
馬
県
東
部
農
業
事

務
所
桐
生
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ

ー
（
☎
76
２
０
４
７
※
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
へ
。

●
県
営
住
宅
団
地
入
居
者
定
期
募

集
対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
水
）
か

ら
15
日
（
水
）
ま
で
に
、
申
込
書

を
専
用
封
筒
で
県
住
宅
供
給
公
社

へ
。
申
込
用
紙
は
県
住
宅
供
給
公

社
桐
生
支
所
（
市
役
所
４
階
）
に

あ
り
ま
す
。

入
居
可
能
日
＝
当
せ
ん
後
、
入
居

資
格
審
査
が
完
了
次
第
、
個
別
に

案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１

１
）

奥澤秀人さん

21 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしの便利ガイド

乳 幼 児 の 健 康 診 査 な ど
行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ２/１（水）令和４年９月21日～10月20日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

１歳６か月児健康診査 ２/９（木）令和３年７月11日～８月５日生まれ

３歳児健康診査 ２/14（火）令和元年８月18日～９月12日生まれ

育児相談 ２/16（木）小学校入学前のお子さんと保護者※要予約

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ２/７（火）生後４～５か月のお子さんと保護者※要予約

ステップアップ！離乳食 ２/８（水）生後７～８か月のお子さんと保護者※要予約

各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室（市役所２階）
市民相談室（☎内線355・503）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
募集人数は各日６人（先
着順）

１月12日・19日・26日、２月２日の各木曜日、
午前10時～正午※２週間前の木曜日から直
接または電話で要予約（午前９時～午後４
時）

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

１月10日（火）午前10時～正午、※２週間前
の火曜日から直接または電話で要予約（午
前９時～午後４時）

新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

人権相談
（人権侵害や差別などに
関する相談）
行政相談

（国などの仕事への要
望・苦情）

【人権相談のみ】１月10日（火）・24日（火）
【行政相談のみ】１月17日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）

人権相談…地域づくり課
（☎内線317）
行政相談…市民相談情報課
（☎内線472）

２月１日（水）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

１月20日（金）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター（保健福祉会館４階）
（☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談

（働くことに関する相
談）

１月18日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日の午
前10時～午後６時）
※対象は15歳～49歳の人と家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーシ
ョン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

コロナ禍相談窓口
（事業者向け経営相談）

第２・４火曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時※電話で要予約

職業訓練センター
群馬県よろず支援拠点専用電
話（☎070‐4195‐4729）

子育て相談
（子育てに関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎0120‐10‐
7867、☎43‐2000、kosoda
tesodan@city.kiryu.lg.jp）土・日曜日（祝日を除く）

午前10時～午後４時
保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら) 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

対象者には受付時間を
記載した通知を送付しま
すので、ご確認ください。
　また、感染状況などに
より、延期・中止する場
合があります。詳しくは、
市ホームページや桐生ふ
れあいメールをご確認く
ださい。
問い合わせ＝子育て相談
課（☎ 43 ‐ 2003、43 ‐
2009）
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広
告

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分

※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分 ~10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）
※12月29日（木）から１月３日（火）まで休診

１・２月 休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

精・神・内・小児科 岸病院（54 ‐ 8949） 相生町二丁目
内科 かわうち内科クリニック（65 ‐ 6500）川内町三丁目
耳鼻咽喉科 かねこ耳鼻咽喉科クリニック（46 ‐ 8723）みどり市笠懸町

２日
（月）

内・小児科 武井内科医院（53 ‐ 6060） 広沢町一丁目
内科 桐生協立診療所（53 ‐ 3911） 相生町二丁目
外・整形外科 こんどう整形外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科医院（44 ‐ 5066）仲町二丁目

３日
（火）

内・小児科 志鳥クリニック（76 ‐ 9998） みどり市笠懸町
内科 森の診療所（47 ‐ 8118） 広沢町二丁目
眼科 北川眼科医院（44 ‐ 1010） 仲町一丁目

８日
（日）

内・小児科 前川内科医院（53 ‐ 4114） 相生町二丁目
内科 稲葉医院（72 ‐ 1655） みどり市大間々町
耳鼻咽喉科 さくら耳鼻咽喉科（76 ‐ 1133）みどり市笠懸町

９日
（祝）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44 ‐ 1125） 小曽根町
内科 菊地医院（45 ‐ 2883） 琴平町
耳鼻咽喉科 大前医院（22 ‐ 3387） 元宿町

15 日
（日）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（77 ‐ 1100）みどり市笠懸町
内・消化器内科 かぶらぎ内科クリニック（70 ‐ 7575）みどり市笠懸町
外・眼科 桐生クリニック（54 ‐ 1350） 広沢町二丁目

22 日
（日）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目
内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目
脳・内・皮・整形外科 さくらクリニック（46 ‐ 3739）本町六丁目

29 日
（日）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町
内科 大和病院（45 ‐ 1551） 稲荷町
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町

２月５日
（日）

内・小児科 斉藤医院（72 ‐ 1230） みどり市大間々町
内・消・循環器科 矢部クリニック（45 ‐ 3711） 錦町一丁目
整形外科 えだくに整形外科（20 ‐ 2250） 新里町山上

１・２月　休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

１月１日
（祝）

さいとう接骨院（43‐8574）新宿一丁目
ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

２日
（月）

ほしの接骨院（76‐7042）みどり市笠懸町
すわ接骨院（46‐0901） 末広町

３日
（火）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目
吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

８日
（日）

武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目
アース接骨院（51‐4276）みどり市笠懸町

９日
（祝）

清水接骨院（47‐6386） 広沢町一丁目
なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

15 日
（日）

中島鍼灸接骨院仲町（43‐4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

22 日
（日）

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目
いけだ整骨院・鍼灸治療院（43‐5233）東四丁目

29 日
（日）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目
深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

２月５日
（日）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々町
福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

市民税・県民税…第４期
国民健康保険税…第７期
１月31日（火）が納期限です
ペイジー対応ＡＴＭ、スマートフォ
ンアプリからも納付できます。口
座振替の利用者は、預貯金残高の
確認をお願いします。

今月の納税

時間＝午前８時30分～午後５時15分
※市民課（一部業務を除く）は、
水曜日のみ午後７時まで
パスポート窓口：午前９時～午後４時30分
マイナンバー業務：午前９時～午後５時15分
※当分の間、月・水曜日は午後７時まで
休業日＝土、日、祝日、年末年始
問い合わせ＝市民課（☎内線246）

時間＝午前９時～午後１時
〇�市役所、新里支所
期日＝１月15日、２月５日
※市役所のみ１月28日にマイナンバー業務
〇�境野・広沢・梅田・相生・川内・菱
公民館
期日＝２月５日※マイナンバー業務除く

市役所・支所業務時間 休日窓口（住民基本台帳・戸籍業
務・マイナンバー業務）

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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藤 茉
ま な

名ちゃん
2 歳８か月

（新里町新川）

綿
わたぬき

貫 光
み つ り

莉ちゃん
１歳 5 か月

（境野町六丁目）

井
い だ

田 葵
あ お ば

葉ちゃん
８か月

（広沢町三丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
市内に居住する３歳まで（申し込

み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

「
歴
史
に
学
び
、
未
来
を
ひ
ら
く
」

郷
土
桐
生
は
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
を
た
ど
っ
て
今
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
先
を
ど

の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
課
題
に
応

え
る
こ
と
は
、
桐
生
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
あ
る
『
桐
生
市
史
』
の

上
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和

33
（
１
９
５
８
）
年
で
す
。
そ

れ
か
ら
60
年
余
り
の
時
を
経

て
、
こ
こ
に
『
新
編

桐
生
市

史
』
の
編
さ
ん
事
業
が
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
郷
土
の
変
貌
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
歴
史
の
見
方
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
貌

を
受
け
、
ま
た
新
し
い
視
角
に

よ
っ
て
、
有
史
以
前
の
自
然
史

か
ら
現
代
に
至
る
桐
生
の
歴
史

を
見
直
し
、
未
来
へ
の
展
望
を

ひ
ら
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
『
新

編

桐
生
市
史
』
に
大
い
に
期

待
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

情
報
提
供
な
ど
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

２
月
４
日
（
土
）
に
は
、
市

史
編
さ
ん
事
業
の
発
足
を
記
念

し
て
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ

ち
ら
に
参
加
し
、
市
史
編
さ
ん

事
業
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

『
新
編

桐
生
市
史
』
編
さ
ん
監
修
者

佐
藤

孝
之

▶
市
史
編
さ
ん
に
携
わ
る
部
会

長
た
ち

（
右
か
ら
）

・
宮
崎
自
然
部
会
長

・
加
部
原
始
古
代
部
会
長

・
佐
藤
監
修
者
（
近
世
部
会
長
）

・
宮
﨑
近
現
代
部
会
長

・
須
藤
中
世
部
会
長

・
永
島
民
俗
部
会
長

今月から「市史編さん

だより」の連載がスター

トしました。

桐生の歴史を分かりや

すく紹介していきます。

第
１
回




